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研究成果の概要（和文）： 
女性における出産イベントが血圧に及ぼす影響を検討した。外来血圧では、経産婦に比べ初産

婦で高値を示し、先行研究と一致した。しかしながら、家庭血圧では、初産婦と経産婦で差はな
く、非医療環境下での血圧が初産婦・経産婦で差がないという先行研究とも一致した。 

外来血圧のみに基づく妊婦の血圧評価では、特に初産婦の血圧を過大評価する可能性があり、
家庭血圧などの非医療環境下での血圧を考慮した血圧評価の必要性が示唆された。   
 
研究成果の概要（英文）： 
 We observed effects of blood pressure from childbirth events of women. Blood pressure 
in clinic situation was significantly higher in primipara compared with multiparous woman. 
However, there were no significant differences in home blood pressure between primipara 
and multiparous women. These results support out-of-office blood pressure based on 
ambulatory blood pressure measurement showed no significant differences among primipara 
and multiparous women. 
Evaluation based on blood pressure measurement only in clinical setting might 

overestimate blood pressure in primipara, therefore, out-of-office blood pressure 
monitoring might important to evaluate the association between the life event of women 
such as menarche, labor and menopause, and incidence of hypertension and other 
lifestyle-related diseases. 
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１． 研究開始当初の背景 

 
 高血圧をはじめとする生活習慣病や脳心
血管疾患発症に及ぼす遺伝・環境要因を含め

包括的に検討されるようになった。応募者ら
は、「大迫研究」のデータを用い、遺伝子多
型や親の長寿と高血圧新規発症・高血圧有病
との関連を、家庭血圧を用いて検討し、両親
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の長寿は、子の成人時の高血圧と関連するこ
と、高血圧と関連する４つの SNP の組み合わ
せが将来の高血圧発症と関連することを明
らかにした。しかしながら、初経・出産・閉
経などの女性特有のイベントや、それに伴う
内分泌学的変化に着目し、高血圧をはじめと
する生活習慣病発症や脳心血管疾患発症に
及ぼす影響の検討を家庭血圧や夜間睡眠中
血圧を用いて行った研究は多くない。 

一方、「同一条件下で長期にわたり測定可
能である、質の高い血圧情報」である、「家
庭血圧」を用いた血圧評価は極めて重要であ
る。近年、米国心臓協会(AHA)(Hypertension. 
2008;52:10–29)や欧州高血圧学会(ESH)(J 
Hypertens.2008;26:1505-1526)から、家庭血
圧測定についての声明/ガイドラインが次々
に発表された。また、「妊婦における家庭血
圧測定」が、妊娠経過中の血圧の推移を原理
的にもっとも鋭敏に捉えることができると
記載されたが、これまでに大規模な研究はな
かった。 
 
２． 研究の目的 
 
 本研究では「BOSHI 研究」や「子宮筋腫手
術予定者における前向きコホート研究」、「大
迫研究」で、初経・出産・閉経などの女性特
有のイベントが、高血圧をはじめとする生活
習慣病や脳心血管疾患発症に及ぼす影響を、
「家庭血圧」や「夜間睡眠中血圧」のデータ
を用い明らかにする。 

本研究では、「同一条件下で長期に亘り測
定される、質の高い血圧」である「家庭血圧」
や「夜間睡眠中血圧」を用いることがきわめ
て独創的であり、３つの特色あるコホートか
ら得られる情報に基づき縦断的検討を行う
ことが可能で、一コホートで得られた新知見
を他のコホートで検証し得る。 
 BOSHI コホートは妊娠が判明した時点で研
究への参加が呼びかけられ、出産後１ヵ月ま
で家庭血圧測定が継続されているとともに、
妊娠前期、妊娠後期の２ポイントにおいて採
血・尿検査が行われている。本コホートでは、
妊娠期間中に継続して「家庭血圧」や「夜間
睡眠中血圧」が測定され、「より正確な妊娠
期間中の血圧情報」が既に収集されている。 
 
３． 研究の方法 

 
 本研究では、血圧の推移をもっとも鋭敏に
とらえる「家庭血圧」や「夜間睡眠中血圧」
を用い、初経・出産・閉経などの女性特有の
イベントが、高血圧をはじめとする生活習慣
病や、脳心血管疾患に及ぼす影響を、それぞ
れのコホートにおいて検証する。 
 「BOSHI コホート」では、初経・出産など
のイベントが妊娠中の血圧推移や妊娠高血

圧症候群の発症と関連するか、また、出産 3
年後の血圧レベルに関連するか、縦断的に検
討する。 
 「大迫コホート」では、初経・出産・閉経
などのイベントが、高血圧発症並びに生活習
慣病や脳心血管疾患発症に及ぼす影響を縦
断的に検討する。 
 BOSHIコホートにおける平成21年度末の登
録者数は 856 人であり、年間の新規登録者数
は 300 人である。平成 22年度末までに登録
者数、出産者数は、総計 1160 人、950 人とな
る予定である。 
 平成 22年度の研究は、平成 21年度末まで
の登録者 856 人を対象に行われる。対象妊婦
の登録時の問診票から、初経年齢、出産歴な
どの情報を得て、これらのイベントが、妊娠
前・妊娠中・出産後の血圧推移や血行動態に
及ぼす影響を検討するとともに、妊娠高血圧
症候群発症との関連性を検討する。 
 妊娠期間中の夜間睡眠中血圧の推移につ
いて、家庭血圧を用い検討を行う。 
大迫コホートでは、－ 初経年齢、出産歴、

閉経年齢と成人後の血圧との関連を検討す
る。1997 年に大迫町一般地域住民 5000 人に
対しアンケート調査が施行されている。この
アンケート調査を元に、初経年齢、出産歴、
閉経年齢が、成人後の血圧ならびに、インス
リン抵抗性、動脈硬化性指標などにどのよう
に影響しているかを横断的に検討する。また、
24時間自由行動下血圧のデータを用い、どの
時間帯の血圧ともっともよく関連している
かを検討する。さらに、無症候性脳梗塞・頸
動脈病変等の臓器障害指標と関連している
かどうかを検証し、同時にに施行した 142 項
目からなる Food Frequency Questionnaire 
や尿中塩分排泄量の結果など食事習慣との
交絡の有無も検討する。 
 
４． 研究成果 

 

 BOSHI研究では、平成23年10月末までで1576

人の妊婦をリクルートし、新規リクルートメ

ントを終了した。1576人中、婦人科疾患有病

・既往者は495人あり、うち子宮筋腫の有病者

・既往者は82人であった。 

平成23年度は、平成22年3月31日までに出産

した654人(平均年齢31.4歳)を研究対象者と

して主に解析を行った。妊娠前BMI及び妊娠中

体重増加と妊娠高血圧症候群発症リスクは、

妊娠高血圧症候群を発症した妊婦は9.2%であ

り、妊娠前BMIにより5群に分類し検討を行う

と、肥満群において妊娠高血圧症候群の割合

が高率であった (肥満I: 20.3 %, 肥満II: 

18.2 %)。家族歴情報のある569人において、

高血圧家族歴あり群では高血圧なし群と比較

すると、収縮期血圧、拡張期血圧ともに、母



 

 

親のみ高血圧群の血圧レベルが有意に高値で

あり、出産週数、母親の糖尿病既往歴を補正

に加えても同様の結果であった。また、妊娠

高血圧症候群を発症していない518人におい

て両親の高血圧有無と妊娠時家庭血圧との関

連を検討したところ、妊娠期間中を通して、4

群間の血圧レベルに有意差を認め、両親のど

ちらか一方が高血圧であると血圧は高くなっ

た。母子手帳データのある268人で母親の妊娠

時平均収縮期血圧と娘の妊娠時家庭血圧推移

との関連を検討したところ、母親の妊娠時平

均収縮期血圧が高値であると娘の妊娠時家庭

血圧は高値となった。  
 非喫煙の一般地域女性で、受動喫煙群では
非受動喫煙群に比して 3.7mmHg 高値であり、
有意差を認めた。妊娠女性においても、妊娠
20 週において受動喫煙群では非喫煙群に比
較して2.3mmHg高値であり、有意差を認めた。
初経・出産・閉経などのイベントと高血圧と
の関連の検討においてこのような交絡要因
正確な把握は重要と考えられた。 

2006年10月16日から2010年3月31日までの
間に妊娠20週以前に研究に同意した妊婦737
名のうち、基礎特性・血圧データ欠損者や高
血圧既往のある妊婦を除外した530名の血圧
正常妊婦を解析対象とし、出産歴と血圧との
関連を検討した。対象者530名のうち、初産婦
は315名、経産婦は215名であった。初産婦と
経産婦では、年齢、飲酒歴、出産時週数に有
意差が見られた。外来血圧の比較では、収縮
期・拡張期血圧ともに妊娠中を通して初産婦
の方が経産婦よりも有意に高値を示した（
P=0.02/P<0.0001：収縮期/拡張期血圧）。一
方、家庭血圧では妊娠中を通して初産婦・経
産婦間に有意な差は認められなかった（
P=0.4/P= 0.2：収縮期/拡張期血圧）。 

外来血圧では、経産婦に比べ初産婦で高値
を示し、先行研究と一致し、家庭血圧推移は
、初産婦と経産婦で差はなく、非医療環境下
での血圧が初産婦・経産婦で差がないという
先行研究とも一致した。 

外来血圧のみに基づく妊婦の血圧評価で
は、特に初産婦の血圧を過大評価し、不要な
降圧薬の投与や妊娠の早期終了につながる
可能性があり、家庭血圧などの非医療環境下
での血圧を考慮した血圧評価の必要性が示
唆された。   
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